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「教える人になること」が教えてくれること

―研究者志望から高校教員になった人に聞く「学びと教職観」についての体験的知見―

To be teacher taught us something of learning
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目的

私は高校教員であり、学校の中での教師の「指導意識」

から生じる過剰な操作性の問題や、学校体制として形成さ

れた特定の「指導意識」や「指導体制」の問題に関心があ

る。前者は、教科指導、生活指導、部活動指導などの過剰

化と過熱化を生じさせ、その中で生じる人権侵害行為など

の引き金にもなる。後者は、多くの学校でみられる「生活

指導体制」や「進学指導体制」が、一定必要なものではあ

るが、その体制の中で生徒と教員が特定の方向に追い込ま

れていくという構造的問題をかかえている。

そうした現状の中で、個々の教員は何ができるという観

点から、有意義な知見を見出したい。

本研究では、研究者志望から高校教員になった人に注目

して、その人の体験の中から、これらの問題を見直す契機

となるものを探っていく。研究者志望だった人に注目する

理由は、その人自身の学びや探究への思いの深さと「教え

る側になること」の過程を体験的に持つことから生まれる

可能性に着目している。

方法

研究者の志向をもって大学院修士課程や博士課程に進み

その後何らかの理由で高校教員になった方にインタビュー

（60分を1回または2回）を行い、録音-逐語録をデータと

する。対象者は7名程度とする。M-GTAを用いて概念と理

論の生成を行う。

あわせて、自己インタビューを行い、録音-逐語録として

データ化したものから私の教職体験の振り返りを行い分析

を行う。

結果と考察

現段階は4名の方のインタビューを実施し逐語録から分

析ワークシートを作成している。それぞれの方のお話の中

でユニークで貴重な体験を聞くことができた。ユニークさ

や個別性と同時に、「本質探究の欲求」や「指導意識からの

距離感」など重なってくる部分も見られる。今後さらに2

～3人の方にインタビューを実施する予定であり、M-GTA

で結果をまとめていきたい。また自己インタビューの結果

はこの中で総合考察という形で取り入れたい。

自己インタビューは3回実施した。逐語録からいくつか

自分が自覚していないことが明らかになった。

・生活指導部に在籍していた2年間は自分自身が批判的だ

ったり意味がないと感じている生活指導方針にのっとり、

場合によって威圧的あるいは権威的な手法も身につけるよ

うになった。それは役割として要請されているというより

も「自然にそうなった」。

・他の教員を批判しながら自分も教育的観点でなく「操作

意識」に陥ることがある。それは場の状況であったり、自

分の思い込み（恐れ）から生じる。その際にも、自らは「指

導している」という意識を持つ。

・クラスづくりや部活動指導に力を入れることを自分では

教育的な目標のもとで説明していた。たんに自分が好きだ

から（やりたいから）という部分を意識から消していた。

・特定の「指導体制」の中でも、「自分の領域」の中では強

い意欲を持って取り組むことができる。それは、その領域

の中では自らの主体性が発揮できるからである。

・詰込み型の進学校と探究型の進学校は指導の方向性とそ

の元になる人間観が180度違っていると思っていたが、ど

ちらも政策的に作られた進学校として要請されているもの

は同じであるという根本的な部分を何故か忘れていた。
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